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　　【目的】清酒麹菌 Aspeigitlus　c”yzae が生産する無機リン酸 （Pi）齲 齶 素 （酸Ekフォス フ ァタ
ー

　 ゼ ・
フィタ

ーゼ）は、清酒醪の 並行複発酵に大き く寄与して いるこ とが知られている
1）。また先に

　著者 らは、これ ら二種の酵素の うちフィター ゼ斌 醪 中の 酵母へ の Pi の供給に重要な役割を担っ

　 てい るこ とを報告 した X。本研究では、麹菌の酸性フォス フ ァ タ
ーゼ （ACP）を精製し、得られた

　 各アイソザイムの諸1生質と生産条件を検討した。

　　【方法及び結果】A．oopae 　Rl91・28 を供試菌とし．フィチ ン酸を単
一

リン源とする改変 Czapek−

　 Dox 培地 にて 樹木振蠱培養を行 っ た。 酵素の精製は、イオン交換及びゲルろ過で行っ た。　 ACP 活

　性は、p ニ トロフ ェ ニ ル（PNP）リン酸を基質とし、　pH　4．O、　 an ℃で 1 分間に 1 μmol の PNP を遊

　 離する酵素量を 1u 磁 として表した。 培養開始 72 時間後、6』 un 鬮 mi の ACP 生産を得た。この

　培瀁液中に存在する 3 種の ACP アイソザイム〈ACP −1，　ACP −li
，
　ACP −lll）を精製し、 各アイソザイムの

　 生産を経時的に追跡した ところ、 培養初期に ACP −llが生産され ，次い で Piの 蓄積とこれによる pH
　 低下が見られる培養中期に AC 鬧 が生産された。　ACP −liは Pfiの増加又 p鬥 低下でその活卜勃 曙

：し

　 く低下した。 ACP 一開昌よ 細胞の 自己消化が生 じ、　pH の上昇が見られる培養後期に生産された。以

　 ヒの糸課 か ら．各ACP アイソザイム の生産は培養時の環境条件と密接｝こ「巽漣することが示唆され拙
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1040 麹菌 パ イオ リア クター に よ る エ チ ル ーa 一
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【目的 】前報 で エ チ ル
ー

α
一グル コ シ ド （α

一EG）生 産 に 適 した 酵 素 生 産 菌 （痴 β

Xnynel7
’
f　N− 3）を選 択 し、 マ ル ト

ー
ス お よ び デ ン プ ン 基 質 か らの ex　−EG生 産 に っ い

て 報 告 した 。そ こ で 、本 報 で は 、 当該 酵 素 が 菌 体 結 合 性 で あ る 特 性 を 利 用 して 、

液 体 培 養 菌体 を 用 い た カ ラ ム 型 バ イ オ リァ ク ター を 構 築 し α
一EGの 連 続 生 産 に っ

い て 検 討 した ，，

〔方法お よ び結 果 〕市 販 マ ル トオ リ ゴ 糖 シ ロ ッ プ か らの α
一EGの 最 適 生 産条件 は 、

反 応 液 pH6 、0、反応 温 度 45 ℃ 、 エ タ ノ
ー一ル 濃 度 30％、基 質 濃 度 10％と し、 添 加 湿菌

体 量 は 12〜 24g／100ml で ある こ とが わ か っ た 。培 養 菌 体 の 使 用 に あた っ て は 、　 Te％
エ タ ノー ル で 30分程 度 前 処 理 す る こ とが 効 果 的 で あ っ た 。 ev　−EG の 連 続 生 産 に お

い て は 、 エ タ ノ
ー ル 処 理 した 湿菌 体 30gを充 填 した ガ ラス カ ラ ム （φ 37 。m × 230c 皿

，

250ml）を 二 連結 し、上 記 反 応 条件 下 で 基 質 溶 液 を 15〜20mlfh で 送 液 した 。 そ の 結

果、 α
一EG収 量 は 19〜22g／1、 対糖 収 率 は 26〜30％で あ っ た 。　な お 、本 リ ァ ク タ

ー
は

2ヶ 月 （1440h ）に 渡 っ て 安 定 で あ り、反 応 3 ヶ 月 後 （2160h 〕に お い て も 初 発 の 約 85％
の 生 産性 が 維持 さ れ て お り、 本 リ ァ ク タ ー の 極 め て 高 い 安 定 性 が 示 さ れ た 。

本研 究 は 、 経 済 産 業 省 「アルコ
ー
ル専売 事 業特 別 会 計 研 究 開 発 委 託 費 j に よ り （社 ｝アルコ

ール協 会 か ら の 再 委 託 研 究 の
一

部 と して 行 っ た こ と を 付記 し、深 謝 す る 。

ContinuDus 　ProdvctiDn 　of 　ethy1 − a −glucosi ピe 　usin 馨　ce11
− bounded

（x 　
− 91UCDSidase 　 inifspef9 ！ノノ〃 　諏 瑠 〃 ノ〆 N − 3

K・ t ・ y 。sht 　 Nakanishi ，　 OM 跏 ru　 Nakazawa ，
　 Sat ・ shi 　 Nishi 。 t　 S・ Sat ・，　 and

Hiroharu 　Tokuda
〔Dept ，of 　Brewing 　and 　Ferment ，，　Tokyo 　Unjv ，of 　Agrleulture ）

【Key　 words 】 Ethy1一α
一glucoside ， ！4spefy〆ノ／us 〃 〃 〃 ／／； Bior 巳 actor

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


